
４つのチャレンジで描かれる未来の姿

新しい豊かさへのチャレンジ

★強い農林水産業の実現
・スマート技術を活用した農林水産業の生産性向上

★戦略的な企業誘致
・グローバル企業のフラッグシップ拠点等の誘致
・新たな産業用地の確保

（例）

（例）

※未来の姿については、生成AIにより画像を生成しております。

県施行の工業団地開発
（常陸那珂工業団地拡張地区）

農地の集約化

無人田植え機による田植え作業

地元中小製造業の
生産性が向上（DXの進展 等）

～４つのチャレンジに果敢に取り組んだ結果、豊かで経済力があり、安心安全につながる生活基盤が
充実し、多様な「人財」が活躍している夢や希望にあふれる「茨城」が実現しています～

県外企業立地件数が
８年連続全国第１位
などトップクラスの実績

農産物輸出額が
８年間で約24倍に増加

若者や女性が活躍

農業経営体あたりの所得
1,000万円を実現

～グローバル企業が立地するほか、本県産業の
生産性向上や競争力強化が促進～

～スマート技術の導入や規模拡大により生産性が向上し、
「儲かる農林水産業」が着実に実現～

・新たな漁業資源の開拓、養殖産業の創出・育成

知事就任以降８年（2017-2024）累計（上位５都道府県）

出典：「工場立地動向調査」（経済産業省）
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４つのチャレンジで描かれる未来の姿

★県民の命を守る地域保健・医療・福祉
・県立中央病院と県立こども病院の統合を含む
水戸保健医療圏の病院再編
・鹿行地域の救急医療体制の強化

（例）

★安心して暮らせる社会

・地域の移動手段の確保
（例）

新しい安心安全へのチャレンジ

・DXの積極的な活用

統合を進めている県立中央病院（左）と県立こども病院（右）

※未来の姿については、生成AIにより画像を生成しております。

運送事業におけるDXの活用

・災害・危機に備えた県土整備

下水道の空洞化調査

「最優先で医師確保に
取り組む医療機関・診療科」
で目標とした20名の必要
医師をすべて確保

～安全な上下水道の確保に向けたICT活用による点検・工事～

～地域医療体制が充実し、 誰もが質の高い医療を受けられる社会～

～自動運転等の交通DXの
発達による交通ネット
ワークが構築～
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４つのチャレンジで描かれる未来の姿

★魅力ある教育環境
・遠隔教育の拡充、ICTの活用（例）
・英語で英語以外の教科を学ぶ「イマージョン教育」の導入

新しい人財育成へのチャレンジ
★外国「人財」に選ばれる茨城

・優秀な外国人の受入促進と生活環境整備（例）
・外国人の適正雇用の推進
・外国人と共生する地域社会づくり

※未来の姿については、生成AIにより画像を生成しております。

インドアミティ大学の日本語講座 IBARAKIネイティブコミュニケーションサポーター

遠隔授業の様子

IT未来高校での授業の様子

「つくばサイエンス高校」 や 公立として全国初のIT専科高校
「IT未来高校」を開校するなど特色ある学校づくりを推進

全国に先駆けて外国人材支援センターを設置、
インド現地大学との協力覚書締結

"The next giant leap for humankind will 
not be a single footstep, but the 
creation of a sustainable, off-world 
economy.

～時代のニーズを捉えた魅力的な教育環境が整い、
自ら未来を切り拓く生きる力やグローバル社会で
活躍する能力を有した「人財」を育成～

～社会のルールのもと、外国「人財」がいきいきと
働くとともに、社会に溶け込み、
県民として共に成長する地域社会の実現～
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４つのチャレンジで描かれる未来の姿

★若者が集い、「楽しさ」あふれる茨城
（例）

新しい夢・希望へのチャレンジ

・つくばエクスプレスの土浦及び東京延伸の推進（例）
★活力を生むインフラ

・クリエイティブ・コンテンツ産業の振興
（ゲーム、マンガ、アニメ等）

・茨城空港の機能強化と利便性の向上

県立笠間高等学校メディア芸術科でのアニメーション教育

TX延伸構想に係る「事業計画素案」を
公表（2025.2）

茨城空港将来ビジョンを策定
（2025.7）

※未来の姿については、生成AIにより画像を生成しております。

2024年度の茨城空港の旅客数は約78万人と過去最多

～クリエイティブ企業
など若者に魅力
ある働く場が
集積～

～TX土浦延伸の実現～

～国内外との観光・ビジネス
や地域の賑わいの拠点
となる茨城空港～

～TX沿線・東京圏の活力が、
県北地域も含めた
常磐線沿線地域に拡大～
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